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令和３年第１回足寄町議会臨時会議事録（第１号）
令和３年１月２９日（金曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

福 祉 課 保 健 福 祉 室 福 祉 担 当 主 査 大 風 圭 介 君

建設課建設室建築担当主査 谷 口 尚 謙 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君

◎議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名について＜Ｐ３＞

日程第 ２ 会期の決定について＜Ｐ３＞

日程第 ３ 行政報告（町長）＜Ｐ３～Ｐ５＞

日程第 ４ 議案第１号 足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について＜Ｐ５

～Ｐ６＞

日程第 ５ 議案第２号 令和２年度足寄一般会計補正予算（第８号）＜Ｐ６～Ｐ２７＞
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午前１０時０１分 開会

◎ 開会宣告

○議長（吉田敏男君） 全員の出席でござい

ます。ただいまから、令和３年第１回足寄町

議会臨時会を開会をいたします。

◎ 町長挨拶

○議長（吉田敏男君） 町長 渡辺俊一君か

ら、招集の御挨拶があります。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂き

ましたので、令和３年第１回臨時会の招集に

当たりまして、一言御挨拶を申し上げたいと

思います。

道内で初めて新型コロナウイルスの感染が

確認されてから昨日２８日で丸１年が経過を

したということでございます。本当にこの１

年間、コロナに振り回された１年間だったな

というように感じているところであります。

町民の皆さん方にもこの１年間、我慢、自粛

の生活をお願いをしてきておりまして、町民

の皆さんの御協力にも心から感謝を申し上げ

たいと思います。

新型コロナウイルス感染症については、後

ほど行政報告をさせていただきますけれど

も、年末年始に東京都などで急速に新規の感

染者が増えたというようなことで、１月７日

は１都３県に緊急事態宣言が発出され１３日

には大阪など７府県にも緊急事態宣言が発令

されたということで、現在緊急事態宣言につ

いては１１都府県に発令がされているという

ような状況となってございます。

北海道においても独自の集中対策期間を２

月１５日まで延長されておりまして、そうい

う今状況の中にあるのかなというように思っ

ております。

最近、ワクチン接種の関連についても報道

等で見かけることが多くなってきているとこ

ろでありますけれども、町としても準備作業

を進めているところでありますけれども、ま

だまだ国からの情報等も少なく詳細について

は今後国や道の情報等も頂きながら、詳細が

決まり次第またお知らせをしていくというこ

とにしていきたいと思います。

一日も早い収束が望まれているところでご

ざいますけれども、なかなか根本的に解決す

る対策というのがない以上、これまで続けて

きたマスクの着用ですとか手洗い、換気、３

密の回避、そういったものを感染予防、感染

拡大防止に向けた取組が引き続き大切であり

ますので、町民の皆様、それから議会議員の

皆様方にも御協力頂きますようお願いを申し

上げたいと思います。

それから、ちょっと話は変わりますけれど

も、高校入試の関係でありますけれども、２

６日に出願状況が発表されました。既に新聞

報道等御覧いただいておりますと思いますの

で、御存じと思いますが、足寄高校について

は６１名の出願があったということでござい

ます。引き続き、２クラス確保ができるとい

うことでありまして、これも議会の皆さん方

の協力を頂いて御理解いただいて足寄高校生

への支援をしてきておりますけれども、その

効果が上がってきているものと考えておりま

すので、引き続きまた御協力のほどよろしく

お願いをしたいというように思っておりま

す。

さて、本日の御審議いただく議案の中身で

ございますけれども、過疎計画の一部変更に

ついての議案１件、それから補正予算の１件

をお願いをしているところでございます。

補正予算につきましては、障害者地域生活

支援拠点施設新築工事に関する予算、それか

ら新型コロナウイルスワクチン接種の準備に

係る経費、それから飲食店などの事業継続支

援のための経費などが中心となってございま

すので、御審議賜りますようお願いを申し上

げ、開会に当たっての御挨拶とさせていただ

きます。本日よろしくお願いいたします。

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） これから、本日の会

議を開きます。
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本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 会議録署名議員の指名

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例第

１８４条の規定によって、１番多治見亮一

君、２番高道洋子君を指名をいたします。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） 本

日開催されました第１回臨時会に伴う議会運

営委員会の協議の結果を報告いたします。

会期は、本日１日間であります。

本日は、最初に町長から行政報告を受けま

す。

次に、議案第１号と議案第２号について、

提案理由の説明を受け即決で審議いたしま

す。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 会期決定の件

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 会期決定

の件を議題といたします。

お諮りをいたします。

本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと

思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は、本日１日間に決定を

いたしました。

◎ 行政報告

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 行政報告

を行います。

町長から行政報告の申出がありました。こ

れを許します。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂き

ましたので、行政報告１件を申し上げたいと

思います。

令和２年１２月１日開催の第４回足寄町議

会定例会で新型コロナウイルス感染症に対す

る本町の取組について行政報告していたとこ

ろですが、その後の対策状況について御報告

いたします。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、北

海道は１１月７日から新型コロナウイルス感

染症の警戒ステージをステージ３に移行し、

１月１５日までを集中対策期間としてさらな

る感染拡大防止対策を実施することとなりま

した。その後、全国的な感染拡大を受け、１

月に国において１１都府県に対し新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態

宣言が発出されたことから、北海道において

も強い危機感を共有し感染拡大防止に継続し

て取り組むため集中対策期間を２月１５日ま

で延長し、緊急事態宣言対象地域や札幌市と

の不要不急の往来を控える、すすきの地区の

飲食店の営業時間の短縮などの協力要請を

行っています。

本町においては、防災行政無線や広報あ

しょろ、ホームページ、新聞折り込み等を活

用し、感染リスクの高い場面の周知や感染防

止策として手洗いやマスク着用、発熱等の症

状がある方は外出を避けるなど、新しい生活

様式に基づく行動の徹底を町民の皆様に継続

して呼びかけております。

次に、新型コロナウイルスワクチン接種体

制の整備について御報告いたします。

国は現在、全国民に対してワクチン接種が

できる必要な体制の確保に取り組むこととし

ており、ワクチン接種に係る費用は国が全額

負担することとなっております。市町村にお

いては、国の指示の下、都道府県の協力によ

りワクチン接種を実施することとなってお
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り、接種を希望する方は無料で原則住民票所

在地の市町村で接種を受けることとしており

ますが、長期間入院または入所している方な

ど、やむを得ない事情がある場合には居住地

以外の市町村において接種できることとなっ

ております。

国から示されている今後のスケジュールで

すが、接種の順位及び時期としましては、医

療従事者等への接種の後、３月下旬以降に高

齢者への接種を開始し、次に基礎疾患を有す

る方や高齢者施設等の従事者への接種、その

後、ワクチンの供給量等により順次ほかの方

への接種の予定となっております。また、接

種のためのクーポン券については３月中旬ま

たは下旬に６５歳以上の方に送付し、高齢者

以外の方については４月に送付する見込みと

なっております。

本町においては、新型コロナウイルスワク

チン接種を円滑に実施するため、昨年から町

内の３医療機関と予約方法や接種体制につい

て協議を行っており、現段階では各医療機関

の御協力により当該医療機関においての個別

接種を予定しております。ワクチンの供給時

期などが不透明であることから、予約受付方

法や時期の確定ができない状況ではあります

が、今後も関係機関と情報共有し協議しなが

ら進めていきたいと考えております。なお、

接種の手続方法等については詳細が決まり次

第、自治会回覧等で周知を図ってまいりま

す。

また、ワクチン接種に係る準備経費といた

しまして、クーポン券の発行及び送付や接種

履歴を管理するためのシステム改修、クーポ

ン券用紙購入・印刷費等の２６２万９,００

０円の補正予算を本臨時会に提案させていた

だきましたので、御審議賜りますようお願い

いたします。なお、ワクチン接種においての

必要となる経費等については、今後の議会で

提案させていただく予定でおります。

続いて、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用した本町における事

業実施についてですが、第１次配分７,６７

０万円、第２次配分２億６,７８４万８,００

０円の交付金に係る事業については、１２月

定例会までに予算を計上しおおむね事業が進

んでいるところであり、今年度中の事業完了

を目指しております。また、高度無線環境整

備推進事業分として配分される見込みの交付

金２億７,８０１万２,０００円については、

当該事業への全額充当を予定しておりました

が、当該事業の国庫補助対象部分への町負担

分に対して過疎対策事業債が満額配分される

こととなったことから、本臨時会の補正予算

において過疎対策事業債の増額分を計上し財

源調整を行っております。それに伴い、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の未充当額が発生したことから、この交付

金を活用し障害者地域生活支援拠点施設新築

事業を繰越事業として実施したいと考えてお

ります。

現在、足寄町内には障がい者の生活の場と

してＮＰＯ法人が運営している福祉ホームが

１か所ありますが、共同生活型となっている

ためトイレ、洗面所、浴室、洗濯機等の共用

や支援員が不在の時間帯があることにより、

新型コロナウイルス感染症の感染者が発生し

た場合にクラスターが発生するリスクがある

ことから、感染症対策として共有スペースの

解消が必要となっております。障害者地域生

活支援拠点施設新築事業においては、不安を

抱えながら単身で生活している障がい者や支

援学校等を卒業する障がい児の地域生活を支

えるとともに、障がい児・者の重度化・高齢

化や親亡き後を見据え、緊急時の受入れ対

応、自立した地域生活を送るための体験の

場、地域生活全般に係る相談などの機能を有

した個の生活が確保される賃貸住宅型福祉

ホームの建設を予定しており、この施設を整

備することにより集団感染のリスクを軽減

し、障がい児・者の安心・安全な生活の確保

と地域全体で支えるサービス提供体制を構築

することができると考えております。

障害者地域生活支援拠点は平成３０年策定

の第５期障がい福祉計画において、令和２年
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度末までに町内に１か所整備を目標としてお

りましたが、有利な補助制度がなく財源の検

討を行っていたところ、今般の交付金の活用

により新型コロナウイルス感染症対策ができ

ること、さらに今年度において過疎対策事業

債の配分が可能であることから拠点施設を整

備するものであります。

施設概要といたしましては、木造２階建て

１棟で、設備内容は体験の場、緊急時の受入

れ用を含む居室１２室、相談機能を兼ねた管

理人室、食堂兼サロンスペース等を予定して

おり、財源は新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金１億６,７２２万５,００

０円及び過疎対策事業債１億１００万円を見

込んでおります。

なお、建設場所は北３条２丁目の森林管理

署所有地を予定しており、現在購入に向けて

協議を行っているところです。国有財産の購

入においては、公用・公共用の利用要望が優

先されるとともに福祉施設用途部分について

は減免措置の適用がありますが、減免措置検

討のためには実施設計等による施設面積等の

確定が必要なことから、土地購入は実施設計

後に令和３年度予算で対応する予定としてお

ります。

次に、商工振興対策ですが、年末年始の国

の緊急事態宣言や北海道の集中対策期間の影

響を受け、足寄町内で飲食・宿泊業及び関連

事業を営んでいる事業者において大幅に売上

げが減少していることから、事業の継続に必

要な経費を支援することとし、冬期事業継続

支援金として１,４００万円の補正予算を本

臨時会に提案させていただきました。

事業内容といたしましては、町内の飲食

業、宿泊業、小規模の酒類販売事業者、町内

または感染拡大地域の飲食店に食材を販売し

ている卸売事業者を対象とし、令和２年１２

月または令和３年１月のいずれかの売上げが

前年同月と比較して２０％以上減少した場合

に、減少率、減少額の区分に応じ５万円から

５０万円の支援金を交付したいと考えており

ます。申請期間につきましては、令和３年２

月８日から３月１０日までを予定しており、

本臨時会で議決を頂いた後速やかに事業を進

めてまいります。なお、財源といたしまして

は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金１,１９７万７,０００円を活用して

おります。

今後におきましては、国の第３次補正予算

等による事業の実施も見込まれ、迅速な対応

が必要になり議会の議決を頂く時間的余裕が

ない場合においては専決処分により対応させ

ていただきたいと考えておりますので、御理

解賜りますようお願いいたします。

以上、本町における新型コロナウイルス感

染症に対する主な取組について御報告いたし

ましたが、今後におきましても国や北海道な

ど関係機関との連携を密にし、感染拡大防止

の徹底と地域経済への影響を最小限とすべく

全力で取り組んでまいりますので、御理解を

賜りますようお願いを申し上げ御報告といた

します。

以上で、行政報告とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これで、行政報告を

終わります。

ここで、暫時休憩をいたします。

休憩中に全員協議会を開催をいたします。

午前１０時２２分 休憩

午前１１時１５分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

ここで、お諮りをいたします。

説明員として担当職員の出席を認めたいと

思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認め、担

当職員の出席を認めます。

◎ 議案第１号

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 議案第１

号足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一部

変更についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま
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す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第１号足寄町過疎地域自立

促進市町村計画の一部変更について、提案理

由の御説明を申し上げます。

議案書の１ページをお開き願います。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項

において準用する同条第１項の規定に基づ

き、足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一

部を別紙のとおり変更するものでございま

す。

足寄町過疎地域自立促進市町村計画は、平

成２８年度から令和２年度までの５か年計画

で、過疎地域の自立促進のための産業の振

興、生活環境の整備、医療の確保、教育の振

興など施策の実施についてそれぞれ項目を掲

げ事業を計上しているものでございます。

今回変更いたします内容は、この後御審議

いただきます議案第２号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第８号）に計上いたしまし

た障害者地域生活支援拠点施設新築事業につ

きまして、その財源といたしまして過疎対策

事業債を申請することとしておりますことか

ら、２ページをお願いいたします、別紙の市

町村計画のとおり、右の欄を御覧いただきた

いのですが、事業名の欄に「福祉ホーム」

を、事業内容の欄に「障害者地域生活支援拠

点施設整備事業」を追加する変更をいたした

く議会の議決をお願いするものでございま

す。

今回の市町村計画の一部変更につきまして

は、去る１月５日に北海道との事前協議を既

に終えたところでございます。

なお、３ページから５ページまで参考資料

を添付させていただいております。

以上で提案理由の御説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１号足寄町過疎地域自立

促進市町村計画の一部変更についての件を採

決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１号足寄町過疎地域自

立促進市町村計画の一部変更についての件

は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第２号

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 議案第２

号令和２年度足寄町一般会計補正予算（第８

号）の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第２号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第８号）につきまして、提

案理由を御説明申し上げます。

補正予算書の１ページをお願いいたしま

す。

議案第２号令和２年度足寄町一般会計補正

予算（第８号）について、御説明申し上げま

す。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３

億１,５２４万７,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１３億
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８,３９７万８,０００円とするものでござい

ます。

歳出から御説明申し上げます。

１０ページをお願いいたします。

第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目

社会福祉総務費におきまして、障害者地域生

活支援拠点施設新築事業といたしまして、実

施設計業務委託料など１,１１９万８,０００

円、新築工事請負費といたしまして２億７,

７５９万６,０００円、初度備品購入費７６

８万３,０００円、合わせて２億９,６４７万

７,０００円を計上いたしました。

次に、１２ページをお願いいたします。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第２目

予防費におきまして、新型コロナウイルスワ

クチン接種体制確保事業といたしまして、会

計年度任用職員配置に伴う報酬などの人件費

のほか、消耗品費、システム改修業務委託料

など合わせて２６２万９,０００円を計上い

たしました。

次に、１４ページをお願いいたします。

第７款商工費、第１項商工費、第１目商工

振興費におきまして、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金活用事業といた

しまして、冬期事業継続支援金１,４００万

円を計上いたしました。

以上で歳出を終わり、次に歳入について申

し上げます。

８ページへお戻りください。

第１５款国庫支出金におきまして、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

といたしまして３,２６７万２,０００円を計

上いたしました。

第１９款繰入金におきまして、財源調整の

ため財政調整基金繰入金といたしまして５,

１５９万１,０００円を計上いたしました。

第２２款町債におきまして、過疎対策事業

債といたしまして高度無線環境整備推進事業

債１億２,６５０万円、障害者地域生活支援

拠点施設新築事業債１億１００万円をそれぞ

れ計上いたしました。

以上が歳入の主な事項でございます。

３ページへお戻りください。

第２表繰越明許費補正追加１件をお願いい

たしました。

第３表地方債補正変更１件をお願いいたし

ました。

以上で、議案第２号令和２年度足寄町一般

会計補正予算（第８号）の提案理由の説明と

させていただきますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

１０ページをお開きください。

歳出から始めます。

款で進めます。

第１款議会費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第２款総務費、質疑

はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １０ページから１２

ページ、第３款民生費、質疑はございません

か。

９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今回の補正予算の中

で一番メインとなるところだと私は考えてお

ります。

今回の障害者地域生活支援拠点施設新築工

事、まず前段議会協議会と、全員協議会とい

う形で町長のほうから御説明がございまし

た。私はこれ異例のことだと思っておりま

す。本来提出議案の前に、その中でこういう

ことがあるということは今まで前例がないこ

とであろうと。今後絶対起きてはいけないこ

となのではないかと、そのように感じており

ます。

その中で、まずここに至った経緯、私は、

私たちは全員協議会の中でいろいろときちん

とお示しを頂きました。しかし、町民の方、

本来であればこの構想というのは、第６次総

合計画にあるもの、それを踏まえて皆さんで

協議をしてそれはあるもの、次に基本計画、
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そして基本設計と入ってくる。大体通常はそ

れがあって土地の取得があると、その１年間

をかけて大体町民の方に周知をしていくとい

うのが当然の流れだと私は思っております。

その中で実施計画が入って、それで１年間か

けて、ですから３年後に供用開始という形が

通常の流れであるというふうに思っておりま

す。

その中で、今回特例中の特例でこのような

形を取っていく。町民に対する説明というの

もいささか不明な点、不明瞭な点があると思

いますので、ここで改めて町長からここに

至った経緯のほうを御説明を願いたいと、そ

のように思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えいたします。

今回の事業につきましては、もともと今髙

橋議員がおっしゃったとおり、総合計画にも

乗せたり、そして障がい福祉計画の中にも

乗っている、そういう事業でございます。そ

ういうことで、常にこの事業を実施をしてい

かなくてはならない、障がい福祉計画の中で

いけば今年度事業を実施しなければならない

ということでなっておりました。

それから、総合計画についても本来からい

くと議員のおっしゃるとおり、３年間ぐらい

をかけて前段に実施計画、基本計画、実施計

画が一緒になることはありますけれども、実

施計画をしながら実際の建てる事業の建物の

内容ですとか、そういったものをきちんと確

認をしながら実施計画を立てて、言ってみれ

ば設計図が出来上がって、そして次の年に出

来上がったものの予算をつくって建物を建て

ていく、最後の年には多分外構だとかという

部分があって、供用開始がされるというのが

通常の事業の流れなのだろうというように

思っています。

今回、先ほども申し上げましたようになか

なか補助事業が、国の補助事業もございませ

んでしたし、それから道の事業、補助事業で

すね、これもなかなか毎年毎年の事業の公募

といいますか、募集の状況の中で必ずしも全

額確保できるわけではないし、また金額も小

さいというようなことからなかなか、あとは

過疎債だとかそういったものを活用しながら

建てるということしかございませんでした。

そういったことで、財源がなかなか確保で

きないということで、これまで何回もずっと

何年かかけて議論をしてきているのですが、

中身については大体議論がされて福祉課の中

で検討がされ、それから建設課にもある程度

大まかな、今回も示されておりますけれども

大まかな設計図が出来上がって、そういった

形の中で議論がされてきているけれども、最

終的になかなか財源が見つからないというよ

うなことでストップしていた、そういった事

業でございます。

今回、たまたまコロナ対応の地方創生臨時

交付金がございまして、それがこれもまたた

またまですけれども、光ファイバーを整備す

るときのための補助金ということで頂く予定

になっていたのが過疎債だとか、そういった

ものが全額つくだとかという、そういう経過

があってたまたま生み出されてきた財源がで

きたということになっております。

そういう今まで財源がなくてなかなかでき

なかったよという経過の中で、この財源を活

用してやれば町にとっても非常に大きなメ

リットがあるということが、短時間の中でみ

んなで協議しながら、これを使えば非常に大

きなメリットがありますよということが確認

をされたということであります。

そして、先ほども申し上げましたように、

このコロナの交付金でありますけれども、こ

れはやっぱり基本的には何でも使えるという

ことではなくて、やはり感染対策だとか、そ

ういったものにきちんと寄与するよという

か、そういうことができますよということが

やっぱりなければ、これまたこの事業もでき

ないということでありますので、そういった

中身も検討した結果、そういう感染予防にも

つながり、そういうことにもなるし、そして

障がい者の方たちの生活支援だとか、そう

いったものにもつながっていく、そしてもっ
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と言えば、財源的にも町としても非常に有利

な、有利なというか有効な使い方ができるね

という、そういうことがずっと重なってきた

ものですから、これはやはりここでやるべき

だろうという、そういう判断に至ったという

ことであります。

そういったことで、非常に、先ほども申し

上げましたように、１２月の中ぐらいから急

遽ばたばたと話が決まってきたというような

ことで、そういった経過でなかなか、これ

ちょっと言い訳になりますけれども、なかな

か議会にも議会も皆さんにも説明する時間が

なくてというようなことになってしまったわ

けなのですけれども、そういう経過の中で今

回の事業を実施することがやはり一番町民に

とっても、それから足寄町にとってもいいこ

となのだろうというように考えているところ

であります。

また、今回過疎計画の、先ほど議案の中で

も議決していただきましたけれども、過疎債

もそういう形で、こっちのこの施設のほうに

も過疎債が活用できるというようなこともあ

りまして、コロナの交付金、それプラス過疎

債も使えるというようなことで、財政的には

非常に有利な、そして先ほども言ったような

こともございますので、そういったことで短

期間ではありますけれども、足寄町にとって

大きな金額の事業でありますが短期間で決め

させていただいたと、そういう経過となって

ございます。

本当に、先ほども申し上げましたけれど

も、本来であれば議会を開催するに、議案を

提案する前にきちんと議員の皆さんに説明を

して、そしてその内容について議会の中で審

議していただくというのがやっぱり大事なこ

となのだろうというふうに思っています。今

回、本当に特例で議会の開催中に休憩をして

いただいて全員協議会を開いていただくとい

うような異例の取扱いをしていただいたとい

うことで、非常に申し訳なく、またそれと併

せて感謝もしているところでございます。

そんなようなことで回答とさせていただき

ます。以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） ただいま町長のほう

からお言葉がございました。

議会に報告がなかったということ以前に、

私は町民にとって何も分からない状態のまま

この事業が進んでいくというほど恐ろしいも

のはないのであろうと。まして、３月、１月

という、１月も後半という、３月年度末にも

う近づいているところにあって、この３億円

のものを拠出していくという、これは本当に

議会としても大きな決断であると、町として

も大きな決断であろうと、そのように思って

います。しかし、この事業はしっかりと進め

ていかなければいけないのであろうというふ

うに私は考えておりますので、その辺は町長

のほうしっかりと、今後このようなことがな

いようにしていただきながら、しっかりと計

画に基づいた中で事業を進めていっていただ

きたいと、そのように考えております。

その点について一言どうでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 町民の皆さんになか

なか周知する、議会の皆さんにも周知する期

間がなかったという部分でいけば、町民の皆

さんにもなかなか周知する機会はなかったと

いうのは実態かなというように思っていると

ころであります。

ただ、総合計画ですとか、それから障がい

者福祉計画、そういったものにきちんと中身

については乗せてありまして、そこの部分で

は町としての課題として、こういうものがあ

りますよということは町民の皆さんに知って

いただいている部分なのかなというように

思っているところであります。ただ、この期

間で実施をするよという部分がきちんと伝

わってはいないのは確かに、髙橋議員さんの

おっしゃるとおりだというように思っており

ますので、今後もしも議決頂ければ、ちょっ

と順番としては逆になるかもしれませんけれ

ども、こういうようなものが議決がされてこ

ういう事業が実施されますよというようなこ
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とについては、いろいろな場でまた周知をさ

せていただければというように思っていると

ころでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） その辺を本当しっか

りと今後やっていただきたいと、そのように

感じます。

私のほうの質問にまず入らせていただきま

す。

この事業、重要だというのは何となく分か

ります。何となく分かりますというか十分理

解をしているつもりです。

設計に当たって、どのような設計の下、こ

れをはじき出してきたのか。まず入所者の今

現状はどのようなことになっているのか、そ

の辺の詳しい説明等々まずよろしくお願いし

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの質問

にお答えいたします。

今現在、旭町にある福祉ホームのほうにつ

きましては現在６人の入居者の方がいらっ

しゃいます。ただ、共同生活の場ということ

で、やっぱり障がいをお持ちなのでコミュニ

ケーションの関係ですとか、あとは男女の比

率とか、もしくはそういうような一般的な、

何というのでしょうか、常識的な対応とか、

そういうようなことにいろいろ課題がござい

まして、それで入居できていなくて別のとこ

ろにお住みで、そこを支援しているという現

状にあります。

あとついでにといいますか、申し上げます

と、今後町外の学校とかを利用されていて今

後卒業される見込みの方とかがいらっしゃい

まして、ここ二、三年の間に８人ぐらいの方

が養護学校とかを卒業される見込みでいらっ

しゃいます。そういう方もやっぱり町内に住

居がなければ町外の施設なりに入られて町外

で働く、またはそういうような就労を学ぶと

いうようなことになろうかと思いますので、

そういう方の受け皿に今後なれるのかなとい

うふうに思っています。

あと、町内にはほかに障がいをお持ちです

けれども、共同生活になじまないために現在

別なところで生活していらっしゃって、もし

この建物が建てば、新しい福祉ホームで個室

で生活できるような方も、こちらのほうでは

２０人程度押さえておりまして、必要性に応

じて入居していただけるのかなというふうに

思っております。

また、アンケート調査で福祉ホームに興味

があるとか入居してみたいというような回答

を頂いた方も３０人程度いらっしゃるという

ことなので、潜在的な需要はあるのかなとい

うふうに考えております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 現状そのような形に

なっているというのはあまり分かりませんで

した。現在６名の方が障がい者の施設のほう

に入られていると。今後どのような形になっ

てくるか、８名、２０名、３０名、この方々

がどのような形で支援をしていくのかという

ことが非常に重要だというふうに思います。

実質これ足りるのですか。それともこれ、

本当にこの１２室が埋まるのですか。その想

定というのはどこまでなされているのかお伺

いいたします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） １２室のうち、

今現在６人お住みで、今後１２室を整備した

ときに残りの６室なのですけれども、全部を

埋めるということではございませんで、緊急

なときの対応とか、あと体験をしていただい

て御自分が自立した生活を営めるかどうかと

いうような体験をしながら自立した生活に向

かっていくというような使い方も２室程度考

えておりますので、あと４室なのですが、今

現在集団生活になじめなくて本当に一回入っ

たけれども退所した方とかもいらっしゃいま

すので、需要はあるというふうに見込んでい

るところです。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 計画が非常に早急

に、早急にやられているものですから、その

辺の具体的な数値等々押さえていないところ

で物事が進んでいるというふうには思っては

いないのですけれども、しっかりとその辺の

入居者のケアの部分、そして運営の部分に関

してはこれはどのようになるのか、果てしな

く質問が出てきてしまうのですけれども、そ

の辺はどのようになっているのかお伺いしま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 運営についてな

のですけれども、今福祉ホームを運営してい

るＮＰＯ法人のほうに運営をお願いしようか

なということで、今検討、協議をしていると

ころです。

今現在、福祉ホームを運営しているＮＰＯ

のほうからも共同生活が、もちろんコロナも

ありますし、そういうことでは感染予防も図

りながら、さらに共同生活ではなく個別の生

活が必要だというような要望といいますか、

本当に必要であるというような話を本当に何

年も前からされておりまして、この機会に感

染予防及び個別のケア、個室で生活ができる

ような環境が整えれば、本当に障がいをお持

ちでこういうところに住めるような方につい

ては非常にいいのかなというふうに思ってい

ます。

また、生活支援につきましても、今現在ヘ

ルパーさんが入って生活をしていらっしゃる

方が、もしくは今のその福祉ホームの中で見

守りをされながら生活をしているわけですけ

れども、ほかにも分散して生活して、今現在

入居をしない別のところで生活をしている方

にもヘルパーさんが行ったりしていますの

で、１か所にやっぱり入所していただければ

それだけ手厚いケアができるのかなというふ

うに考えています。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 現在ＮＰＯ法人の方

と協議中ということです。今現状あるＮＰＯ

法人のところをどうなさるお考えなのですか

ね。その辺、２つを拠点としてやっていかれ

るのか。潜在的には非常にこの障がい者施設

を利用なされるという方が非常に多いように

見受けられますけれども、その潜在的に多い

ところで１０室しかないというところで、個

別のところをやる。だけれども、そうではな

くもっと潜在的にというのであれば、そちら

のほうもずっと活用し続けなければいけない

のか、その辺の町側の姿勢というか、どのよ

うな考えをお持ちになっていらっしゃるので

すか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 今の御質問にお

答えいたします。

現在協議しているところでは、両方を運営

するというのは今町内の人材確保の点からも

なかなか厳しいのかなというふうに考えてお

りまして、新規の施設が建ちましたらそちら

のほうに移行をして運営をしていきたいとい

うふうに考えているところです。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） これ、だけれども潜

在的には足りないわけですよね。そちらの

ホーム、今現状使われているホームのところ

を残すというお考えというのはないのです

か。もちろん多分ＮＰＯ法人の方でそちらの

ほう所有されているのだというような考え方

で私はあろうと思います。しかし、施設が足

りないというのであれば、そこの建物を町で

所有するということも一つの想定の中に入れ

る必要性があるのではないかなというふうに

考えるのですけれども、その辺はいかがで

しょう。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 今議員さんおっ

しゃるとおり、将来的にはやっぱり本当に潜

在的な人たちが皆さんやっぱりそういう場所

で住んで生活ができるというような感じにな

ればいいかなというふうには、必要とする方
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もいらっしゃいますので、そういうふうに２

つの場所で運営できればいいかなというふう

に思っていますけれども、今現在はやっぱり

運営する側の人材の確保というのが、どこも

人材不足ということで非常にやっぱり人材確

保というのが非常に難しいということなの

で、将来的には町がそこを所有してまた運営

をするということを、もしくは別の団体が運

営するというようなことも視野に入れていか

なければいけないかなというふうに思ってい

ますけれども、今現在は新築した事業所のほ

うで個室での生活をできるような環境を整え

ていきたいというふうに考えております。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） おぼろげながら何と

なく理解をさせていただきました。

次の質問に移らせていただきます。

この建物なのですけれども、高齢者の方と

か、いろいろな障がいをお持ちの方とかとい

う方も入ってこられると。２階建てですよ

ね。エレベーターとか、もしくはバリアフ

リーにきちんとなっているのかとか、その辺

とうのはどういうような形に、施設的には

なっているのか御説明をお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの質問

にお答えいたします。

エレベーターの設置は考えておりません。

１階、２階がございますので、２階がちょっ

と厳しい方については１階で生活していただ

くことになるかなと思いますのと、あとは基

本的には自立した生活、身体介護とかが常時

サービスを提供する、介護をする方を置いて

いるわけではありませんので、基本的には自

立した生活が可能な方と考えておりますの

で、もちろん今の時代、バリアフリーといい

ますか、そのような設計にはなりますけれど

も、２階建てを今のところ予定しているとこ

ろです。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 要するに、今までは

障がい者ホーム、非常に多くの人を使いなが

ら支援をしていたのだと私は認識をしている

のですが、今回ここの場所になったら管理人

というのは本当に少なくて済むというイメー

ジをお持ちでやっていらっしゃるのですか、

これは。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ちょっと説明が

足りなくて申し訳ありません。

こちらの福祉ホームについては日常生活に

ちょっとした支援が必要な障がいをお持ちの

方を対象としていることなので、常に支援を

するというようなイメージではないのですけ

れども、管理人さんとか支援員さんという方

を食事の提供のときとか、あとは緊急時に対

応するというような形で置いてはいるのです

けれども、常にそこでいるわけではありませ

んし、あとは今の福祉ホームの運営と新しい

ところに行ったときの人員の配置というのは

特段変わるわけではなくて、同じようなサー

ビスが提供できるような仕組みとなると考え

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 何となくイメージが

できてきました。

これ、スプリンクラーの設置とかの義務と

いうのも多分出てくると思うのですけれど

も、その辺の形というのはどのような形で進

められているのか、まずお聞かせ願います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） この建物を建て

るに当たりましては、法律等で基準が決めら

れておりまして、耐火建築だったりですと

か、準耐火建築物ですとか、そういうよう

な、あと設備とかの中で必要なものが定めら

れておりますので、法にのっとった基準に基

づいた建築物とすることとしております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 建築コストが上がっ

てくるということはあり得ないですか。今現

状基本設計の中でやっているけれども、実施
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設計に入ったときにこれ以上の建設費が増加

してくるということは考えられないのでしょ

うか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） お答えをいたし

ます。

予算の範囲内で設計施工、工事を進めたい

というふうに考えていますので、今現況で必

要なものは一応乗せて積算を済まさせていた

だいていますので、予算の範囲内でやらさせ

ていただきたいというふうに思っておりま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） スプリンクラーの設

置基準というのも多分あると思います。その

中でスプリンクラーの設置は想定しているの

かいないのか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） スプリンクラー

の設置につきましては、先ほど福祉課長のほ

うも述べましたように、建築物の面積等に

よって設置の義務がありますので、一応想定

をして積算をしているところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 何となく雰囲気が、

全貌が何となく見えてまいりました。

今後多分すごい早急に実施設計まで入っ

て、時間的な余裕が全くないところで物事が

進んでいかなければいけない状況になってい

ます。供用開始は今の現状で、何月になるの

かお聞かせを願います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） この事業なので

すけれども、今回予算を議決いただいたとし

て繰越事業になりまして、令和３年度に工事

とかを実施することになります。また、起債

の関係とか交付金の関係からいきましても３

月までには事業完了するということになりま

すので、来年の４月に供用開始をしたいとい

うふうに考えております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 非常に早急な形で物

事が進んでいくと思います。大変大きな事業

でありますので、しっかりと設計の変更等々

いろいろなことが生じないように努力をして

いっていただきたいなと、私のほうはそのよ

うに考えております。

この事業、町長のおっしゃるように非常に

この時期にして非常に大きな、多分足寄町に

とっても建築屋さんにとっても大きな事業に

なると思います。これは私にとってみれば、

私というかな、建設業の関係の方、建築業か

な、の方というのは、多分いろいろな予算立

てを持ちながら事業を進めていっているのだ

と、そういうふうに認識をしております。で

すから、総合計画を見て自分たちの行く末を

きちんと見ながら物事を発想しながら、こう

いう事業をやるから私たちはここのところを

公共事業に何％かけていけるのだという事業

の想定もしながら、多分恐らく自分たちの事

業の経営のことも考えているのだと、そうい

うふうに思っております。

今回前倒しになったことで、いろいろなこ

とが玉突きでずれていく可能性と、もしくは

集中的に集まってしまう可能性もあるのだと

いうふうに思います。しかし、継続的に事業

を出していかなければ、足寄町というかな、

そういう公共事業に関わる方というのは非常

に後で苦しくなってくるのだというふうに認

識をしています。ですから、事業というのは

平準化をしてあげて、長く事業を継続させて

あげるということが、私は必要なのだと、そ

のように考えております。今回の場合は、あ

まりにも特例な部分がございます。そういう

こともしっかりと行政側は考えてやっていっ

ていただかなければ、足寄町の建築に関わる

人たちだけではないのですよね、結局こうい

うのというのは。突然事業がぽんと出て、予

算が下りたからこれで行けるのだということ

ではなくて、やはり平準化していただいたこ

とによって長く事業を継続できるという、そ
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ういう側面も備えているということを忘れる

ことなく肝に銘じてしっかりとこの事業を進

めていっていただきたい。また、今後の計画

も今回の前倒しによっていろいろなものが変

わるのであろうと、そのように考えておりま

す。しっかりとその辺も見据えながら事業を

進めていっていただくことを、私は期待をし

て質問させていだきました。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） ただいま髙橋議員さ

んからお話ございましたけれども、おっしゃ

るとおりだというように思っています。

総合計画でいろいろと事業がありますけれ

ども、やはりこの年はすごくあってこの年は

少ししかないだとかという、こういうのはや

はり足寄町内で事業いろいろやっていただい

ている方にとっては、非常にこういう動きと

いうのはあまりよくないことであって、基本

的には平準化がされて、毎年常にあるという

ことではないですけれども、毎年きちんと一

定の事業がありますよとなると、事業のそれ

ぞれの事業者の方も事業を見通して、こう

やってずっとやっていけるよということが見

通せるというように思っています。ですか

ら、言われるとおり事業というのは毎年毎年

大きくなったり小さくなったりということで

はなくて、なるだけ平準化できるようなとい

うように一番考えているところではあります

けれども、全体的にやはり総合計画の中で

も、きっと御覧になっていただいているかと

思いますけれども、全体的に先細りになって

きているというのは実態であります。そうい

う中で、急に前倒しになったとかということ

というのはやはりできるだけないほうがいい

なというところはおっしゃるとおりで、私も

そう思います。ただ、やはり財源の問題だと

か、そういったものがいろいろその年その年

であって、そういった部分で前倒しになった

り、その年事業がなくなったりというような

ことがどうしても出てきますので、なるだけ

そういうことがないような形で計画的に町の

事業をやっていくということが大事かなと

思っていますし、それが総合計画なのだろう

というように思っていますので、なかなか言

うとおりにはなかなかできないときもありま

すけれども、そういうことを常に念頭に置き

ながら事業を進めていきたいなと考えている

ところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ここで昼食のため、

暫時休憩をいたします。

１時再開といたします。

午後１２時０２分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

民生費から続けます。

９番、よろしいですか。

９番。

○９番（髙橋秀樹君） 午前中にもいろいろ

な質疑をさせていただきました。

その中で最後に、町長、この３億円、障が

い者施設、いろいろなコロナの対策の中でこ

の施設を最終的に決断した経緯というところ

の決め手になったところは一体どういうこと

なのか。私の中では、ほかに対策という部分

も実を言うとあったのかなというふうな考え

もございます。例えば小学校にエアコンをつ

けるだとか、空気清浄機をつけるだとか、い

ろいろな方策もあったであろうというところ

なのですけれども、やはり最大のここの至っ

た経緯というところの御説明を願えればあり

がたいかなというふうに思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

お話のあったとおり、今回の事業を行うに

当たって学校のエアコンだとか、そういった

ものもちょっと頭の中には浮かびました。そ

れは第２次の補正の２億６,０００万円ぐら

いの来たときに、町内で今コロナ対策として

何が必要なのかといったところでいろいろと

それぞれの関係部署で検討していただいて、

こういうものが必要ですよというようなこと
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もずっと出てきました。その中に学校のエア

コン施設のそういったものもありましたの

で、そして金額的にも非常に大きいというこ

ともあって、なかなか一遍にできるものでは

ないなというところであったので、それも

ちょっと頭の中には浮かんだのですけれど

も、しかしまだ６月に出してそれぞれ各課か

ら出てきた段階でいろいろ検討した中では、

学校についてはやっぱりまだちょっと早いの

かなと、早いのかなという言い方変ですけれ

ども、まだほかにもやることがいっぱいある

なというようなところで、そこの部分には至

らなかったという事情がございます。

今回１２月にまたコロナの関係、光回線の

関係などもあって、財源が新たに生み出され

るなといったときにやはり一番近々でやっぱ

り総合開発審議会だとかそういったところな

どもあったり、総合計画の中で見ていたのに

なかなかできなくてずっと、何年もローリン

グで繰り越してきたというのがありまして、

そうするとやっぱりこれまでの経過から考え

ると、学校のエアコンだとかというのは本当

に去年出てきたばかりの話であって、それか

ら比べればこの障がい者の施設のほうが何年

も前から計画をし、そして担当の者がずっと

検討して中身も詰めながらやってきたけれど

も、なかなか財源がないよといったところで

できなかったという部分がありましたので、

やはり今この財源を使って何をやるかと考え

たときに、やはりこの施設をつくったほうが

いいのではないかというところに至ったとい

うことでございまして、いろいろな、もっと

財源があればいろいろなことができるのかな

というように思いますけれども、順番として

以前から計画として考えていた部分をまずや

ろうという考えに至ったという経過となって

おります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 町長の中で一番私重

要視をされていたのは、特老の関係、それか

ら温泉の関係だというふうに私たちは認識し

ているつもりです。含めて、町民の方々も同

じ意見であるのだというふうに思っていま

す。そこのところでやはり、もちろんローリ

ングしてずっと長年の懸案だったということ

は当然のことなのですけれども、その辺をや

はり町長の発信力をもってどんどんとアピー

ルしていただくことによって、町民も納得す

る部分もあるでしょうし、私たちのそれに対

して注目して、ではどういうものがいいのだ

ろうなというのを常日頃からアンテナを立て

るという作業をしていくのだと思っておりま

す。だから、今回これが出たときに、特老と

それから一緒に併設をしていくというのも僕

は実を言うとあったのかなというふうに思っ

ているのです。それはやはり特老というのは

今現状のでかい施設を再度建て直すのかとい

うふうになると、それは今後人口減少と高齢

者の方々の人たちが少なくなってくるという

ところで、併用型にしていくという手だても

実を言うと、長く考えていけば、そういうこ

ともできたのではないのかなと、いろいろな

ことをできた中でここに至ったという経緯と

いうのはやっぱりそれだけの心づもりと決意

を持ってこの法案を出してきたというふうに

思っていますので、そこについて町長の再度

のお言葉を頂ければ私はありがたいかなとい

うふうに思っています。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 私の個人的な部分で

いけば、お風呂だとかというのも当然、お風

呂の関係もずっと検討してきたところであり

ますけれども、それから特養についてもこの

後私の多分任期中では一番大きな事業になる

のかなというように思っていますけれども、

これもやらなければならないというところが

ございますけれども、やはりコロナの関係の

交付金を使わせていただくといった部分では

やはりコロナに関連するものでなければやっ

ぱりつくれないということがありまして、一

番最初に、ここだけの話といっても全部聞こ

えてしまいますけれども、お風呂できないの

という話はさせていただいたのだけれども、
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それはやっぱり無理だということで、それは

やっぱり該当しないですよと、この事業では

ですね。というようなこともあって、やはり

まずはやっぱりこの事業の趣旨に該当すると

いうか、合致するものというのはまずはやっ

ぱりあるということでありますので、まずは

この事業に合致する中でやはり一番必要なと

いうか、今まで検討してきてなかなかできな

かった事業という、そういったことがあるの

かなというように思っています。

それから、特別養護老人ホームですとか、

それからお風呂の関係も、これもやはりこの

後中身を詰めながら、それから財源なども検

討しながらやっぱりやっていかなくてはなら

ない事業でありまして、そういった意味で

は、最大限いろいろな補助事業だとか、いろ

いろなところを活用しながらなるべく町の負

担を少なくできるような形で有効に、いろい

ろな事業有効に使わせてもらいながら事業を

進めていきたいなというように考えておりま

すので、今後もどの時期になるか分かりませ

んけれども、これからきちんと事前にきちん

と説明をしながら、議会にも説明をしなが

ら、また町民の皆さんにも説明をしながら進

めていきたいなというように思っているとこ

ろであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に民生費、ございませんか。

４番。

○４番（榊原深雪君） 髙橋議員が事細かに

質問されていますので、要点だけちょっとお

話ししたいと思います。

私も文教に長くいたものですから、ＮＰＯ

法人の方からやはり障がい者施設のことは以

前から言われておりました。だけれども、

やっぱり予算の、町長お話のように予算の関

係でなかなか実現しないのが実情でしたの

で、今回今朝来るまでこの案件は分かりませ

んでしたので、あっとびっくりした次第です

けれども、本音を言いますとよかったなと、

障がい者の家族をお持ちの方、そして障がい

者の方にとっても、やはり家族がいなくなっ

たらということを不安を抱えて生活されてい

る方が大勢いらっしゃいます。その中で、こ

ういう施設ができるということは本当に安心

をもたらすのではないかなと私は思っていま

す。

そこで、ここに設計図なども示されており

ますけれども、一番あれなのは、今コロナの

クラスターの発生等のリスクも抱えています

と、ここの３ページに書かれておりましたけ

れども、この設計の中でコロナ対策のポイン

トになる、こうふうにちょっと考えています

というような設計はありますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

今現在の施設が共同型ということで、浴場

とか洗面所とか洗濯機が共用になっているの

ですけれども、次の施設は個室タイプになっ

ておりますので、各室にお風呂、トイレ等の

設備を設けまして、個別でそのような衛生施

設を利用できるという設計になっておりま

す。また、食堂につきましても、供用で広い

スペースを設けまして、そちらのほうで食べ

ることを予定しております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ４番。

○４番（榊原深雪君） 最近おうちを建てる

方がコロナ対策に重点を置いたおうちを建て

ているようです。そうしたらそのときの目玉

が、建設会社の目玉が玄関にコロナ対策とし

て手を洗う場、玄関に手洗い場所とちょっと

ホースで除菌できるのをしているのを見たこ

とがあるのですね。そういったことは、そん

なに予算はかからないと思うのですけれど

も、新たにこういう施設をつくるにおいて、

こういったことも考えてはいかがと思います

がどうでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいま議員の

ほうから提案も頂きましたので、そのような

今現在の有効なコロナ対策とかも併せて検討
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して、設計のほうに反映させるような形を

取っていきたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に民生費、ございますか。

３番。

○３番（進藤晴子君） この間文教のときに

かなり細かく説明いただきましたし、町長の

ほうからも今日お話を頂いて、確かにこの障

がい者施設、大変重要であるし必要だとも思

います、計画にも乗っていますし。ただ、い

ろいろな事情を考えて今コロナに特化したこ

とでこれしかないというようなことを言われ

ましたけれども、この間のむすびれっじの件

を出しますと、お風呂のない人がむすびれっ

じのほうにお風呂に行っています。その人た

ちも少し制限されていたという話を私はお風

呂に行っている人から聞いております。そう

いうところも踏まえますと、例えばお風呂を

つくってくださいというわけではないのです

けれども、お風呂のことを考えたときに、そ

れほど大きくない、温泉でなくて小さなお風

呂であれば脱衣所、お風呂の中で感染するこ

とはあり得ないので、要は脱衣所ですね。玄

関、脱衣所、その辺のことをコロナに特化し

て感染対策を整えた上でのお風呂であれば、

私は通るのではないかと、勝手に推測ですけ

れども、というふうに思うわけですね。何年

も何年もこの計画を立てていたけれども、お

金がなくてできなかったと、その気持ちはと

てもよく分かるのですが、今では何が必要な

のだといったときに、私はこの障がい者施設

が一番だとは思えないのです。先ほど髙橋議

員が学校のクーラーとか、いろいろおっ

しゃっていましたけれども、例えば今災害が

起きたときに、私たちが避難する場所の準備

はきちんとやっているのだろうか、十分な。

そういうことも含めて、もっともっと考えな

くてはいけないところがたくさんあるのでは

ないかと思うのです。なので、本当にこれが

今一番足寄町民が必要なものなのかどうか、

そして１億６,０００万円もつぎ込むことが

本当にいいのだろうか。すごく私は考えま

す。これは足寄町民が働いて出したお金だけ

ではなく、全国民の国税が、税金が使われて

いるわけです、使うわけです。やはりもう少

し慎重に考えたときに、これが一番いいのだ

ろうかと、今私は考えています。その辺、町

長どう思われますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えいたします。

今進藤議員さんからいろいろお話ございま

したけれども、足寄町の中で今何が大切なの

かといった部分はいろいろなものがいっぱい

あると思います。一つでは多分ないのだと。

その中で一番といったら、確かにそれは一つ

なのかもしれませんけれども、いろいろな事

業があって、それはやっぱりいろいろなもの

が必要なものがあると思います。今回、この

事業を使いながら、そして活用ができるとす

るならば、やっぱりこの事業がやっぱり一番

活用ができる事業なのかなというように考え

ているところで判断をさせていただいて、今

回の提案となったということでありますの

で、進藤議員さんもいろいろとお考えの部分

のいろいろな事業がありますよということな

のだろうというふうに思いますけれども、そ

れはそのとおり必要な事業はいっぱいあるの

だろうというように思いますが、考えたとこ

ろそういうようなことではないかというよう

に思っています。

お風呂の関係も、実はこの間むすびれっじ

でちょっとボイラーが壊れたとかということ

で、宿泊されている方たちのお風呂を何とか

ならないだろうかというようなことがお話

あって、むすびれっじとか、それからお風呂

ではないですけれどもシャワーで、総合体育

館だとか、それからプールですか、そういっ

たところで活用できないかということで、い

ろいろとお話もありました。幸いにしてすぐ

にボイラー直りましたので、そういうところ

を活用するだとかということはなかったので

すけれども、そういうようないろいろなとこ

ろでお風呂が壊れたりだとかということが今



― 18 ―

後はやっぱり出てくるのかなというようなこ

とがありますので、そんなこともちょっと

あって、それでお風呂もなるべく早いうちに

やらなければならない事業だなというように

もちょっと思っていたところであります。

それはそういう事例もたまたま最近ちょっ

とあったものですから、そう思っているとこ

ろでありますけれども、いずれにしてもいろ

いろな事業があるにしても、あるけれども、

その中で今回事業を選択させていただいたと

いうことで今回提案させていただいていると

いうことでありますので、御理解いただけれ

ばというふうに思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

先ほど町長の中でもおっしゃっておりまし

たけれども、商工会のいつも補助金とかいろ

いろやっていただきまして商工業のほうに、

今回も１,４００万円上げられるということ

ですけれども、なかなか思っていてもそれ以

上のものが来ない、要は考えていた額よりも

少ないと、いつも、上がってくる額が、要求

する額がというようなふうに私は捉えました

けれども、商工会の問題もありますし、商工

業の事業主さんと商工会の問題ももしかした

らあるかもしれないし、本当の意味での商工

業の苦しさというのが……。（「それは後で

すね、民生費です」と呼ぶ者あり）

すみません、ちょっと関連しているので言

いましたけれども、そういう商工業の人たち

のことを考えてもちょっと金額が同じ臨時議

会出てきていますので、１,４００万円と１

億６,０００万円というふうにやっぱりどう

しても金額的に見てしまうのではないかな

と、私はそうでした。ちょっとこの金額がも

う少し少なくなれば納得もいくかもしれない

なというふうに、この間文教のときもお話を

していたのですけれども、これ以上下がるこ

とはありませんか、１億６,０００万円。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今の金額の多寡の、

多さ少なさの問題ということでいけば、これ

は多い、事業の全体の事業としてどうなのか

といった部分もありますので、その中でこっ

ち側にこれだけやっているのは多いからこっ

ち側にとかというようなことというのは、そ

れは見た目ではそういうことになるかもしれ

ませんけれども、総体の事業費の中での位置

づけでありますので、今回の１億６,０００

万円を減らして、それを何か違う商工業者さ

んの支援だとか、そういったところに振り分

けてはどうかということでありますけれど

も、そういうことにはならないというように

思っています。

ちょっとここは民生費の話ですけれども、

商工業の支援は支援でまたそれはそれで、そ

ういうことがまたさらに支援が必要なところ

があれば、商工に限らずですけれども、そう

いった部分があればまたその中で支援の対策

というのはやっぱり取らなければならないだ

ろうというように考えておりますので、また

いろいろな支援を今後もやっぱりコロナが終

息しても収束するわけではありませんので、

していかなければならないというように考え

ているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） では、町としては町

長としては、やはりこの障がい者施設、これ

を今つくるのが一番だというふうに捉えてよ

ろしいですね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほど髙橋議員さん

にもお話をさせていただいておりますけれど

も、今のこの時点で何をまず優先してこのコ

ロナの交付金を使っていくかということであ

れば、この事業が一番最適なのかなと思って

提案をさせていただいているということであ

りますので、このほかにも別にもっといいの

があるだとか、そんなことは全然考えており

ませんので、御理解いただければというふう

に思っております。

以上でございます。
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○議長（吉田敏男君） 他に民生費、ござい

ませんか。

２番。

○２番（高道洋子君） いろいろ私たちも文

教委員会で課長を中心に４名の説明員の方が

いらっしゃって、いろいろ忌憚のない本当

に、私たちにしても突然のもちろんあれなの

ですけれども、説明でしたので、いろいろ本

当にお話、意見とか質問とか、その時点では

納得はいかなかったのですけれども、お話は

させていただきました。その後私なりにもい

ろいろな、本別町の比較やら足寄町内の商店

街の人などもお訪ねしたりしてどうなのかと

いうことも聞いて回ったりして、自分なりに

も町長にもいろいろなお話を聞いたりして、

あれしまして、そして今日に至ったわけなの

ですけれども、もう本当にこれめったにない

チャンスなので、国のお金を投入して過去か

らの懸案事項であった施設を建てるというこ

とについては、その商工会への１,４００万

円という、それも聞いたりしまして、そして

総合判断して、もう今しかないのかなという

気持ちに私なりに評価しております。

問題はやはりこれも公共事業でございまし

て、さっきからの話の中にも公共事業の永続

性というか細く長く、その話もございました

ので、建設するからには地元業者への配慮で

すね、配慮、それを本当に考えていただきた

いと、それを要望する次第です。

それと、これとは少し違うかもしれません

けれども、障がい者の施設も大事なのですけ

れども、よく私が聞くのは７５歳以上、後期

高齢者ですね、その人たちが公営住宅へは、

自分の親の代から受け継いでいる家に住んで

いるのだけれども、本当に少ない基礎年金の

中で結局家の維持もままならない。それから

７５過ぎると御飯支度がなかなか大変らしい

と、私もそれ実感していますが、そういう中

で、健常者の、健常者というか、７５歳のそ

ういう集合住宅も建ててほしいというのは十

何年前から聞いております。議員になったと

きからですね。そういうわけで、それは回答

要らないのですけれども、そういう御時世の

中でそのぐらい足寄町民も歳を取っていった

というか、本当にそういう階層が増えてきた

という実態だと思うのですよね。

それで本題の、何を聞こうとしたかという

と、維持費ですね。今回３億円強の建物を造

るわけですけれども、この維持費がどのよう

に見積もって、どのように予定しているのか

伺いたいと思います、向こう１０年間とか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの今後

の運営費の関係かなと思うのですけれども、

今後施設管理、運営をお願いするといたしま

して、年間５００万円ぐらいの金額を今のと

ころ予定しております。例えば、入所されて

いる方には光熱水費等の使用料は頂きますけ

れども、そのほかに共用部分の電気代とか、

そういうようなものを含めた数字を今のとこ

ろ積算して５００万円程度というふうに考え

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 建物の維持管理費等

も入っての５００万円なのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 説明が不足して

おり申し訳ございません。

施設の維持管理、運営管理ですね。管理

と、それと相談業務等を含めた金額で５００

万円程度ということで今のところ考えており

ます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） それでは５００万円

というのは一般会計から支出するということ

ですね。分かりました。

建物の燃料費、これも寒くなったり暖かく

なったり、いろいろ季節によって違うのです

けれども、夏は夏で暑いしということで、そ

れらの配慮と、それと暖房を何使うか分かり

ませんけれども、省エネに向けたそういう取

組もこれから建設に当たってぜひ経費を安く
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していけるような、そういうことも大事でな

いかなと。予算のあるうちはいいのだけれど

も、だんだん交付税もなくなって維持費に困

ることも出てきても困るし、建てるからには

そういう計画もきちんとやっていただきたい

ということを要望して、答弁を頂いて終わり

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 当然建物を建てます

と、その中身を運営していくのにも先ほど

言ったように５００万円ぐらいかかります

し、それから建物を維持していくためにも

やっぱり維持管理という部分では、やはり何

年かたてばやはり外壁の塗装だとか屋根だと

かの塗装だとか、そういったものは当然か

かってくるわけでありますので、そういった

ものも当然今後の町の負担ということになり

ますから、そういったものもやはりやりなが

ら、なるべくせっかくつくった建物ですから

長く使えるような形で維持管理をしていかな

ければならないというように考えておりま

す。本当に壊れてから直すといったらもっと

お金がかかるので、やっぱりそれはきちんと

計画的にやっていかなければならないかなと

いうように考えています。

それからあと省エネですとか、そういった

部分についてはこれから設計等も入っていく

わけですけれども、そういった中で、なるべ

くそういうエネルギーだとかそういったもの

を少しでも少なくというような形の中ででき

ればというように思いますので、それは一般

的に家庭で住宅建てるといったときにもきっ

と同じようなことをやるのだろうなというよ

うに思いますけれども、当然工事費も限られ

ているわけですから、その中でいかにそうい

うものも考慮しながらできるかというような

ことになるのかなというように思っておりま

す。

いずれにしても今お話あったようなことを

参考にさせていただきながら、この後議決頂

ければ進めさせていただこうというように

思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 過去にいろいろな公

共施設、温水プールとか、それから駅舎です

ね。立派な、当時の価値観で大きく時代の要

請もあって建てたのかもしれませんけれど

も、やはり温水プールも本当にいまだに１日

５万円でしたか、Ａ重油がいると、必要だと

いうことで、やっぱり大変な重圧だと思うの

ですよね、利用者がたくさんいればいいので

すけれども。そういう過去のそういう例もご

ざいますので、そこをしっかりと計画立てて

慎重にお願いしたいと思います。答弁は要り

ません。

○議長（吉田敏男君） 他に民生費。

７番。

○７番（髙橋健一君） この福祉施設、コロ

ナの補助金をたくさんもらうわけですけれど

も、どうもコロナの関連性が薄いように感じ

られます。しかし、この設計図をよくよく見

ますと、例えばこんなことがあってはいけな

いのかもしれないですけれども、例えばコロ

ナの感染者が出たときの療養所にはすごく適

しているなと、そういうふうに直感的に感じ

たのですけれども、そういう転用とかそうい

うことは考えていらっしゃいますか、町長。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） そういうような、そ

の１軒のアパートタイプといいますか、住宅

の中である程度完結ができる、そういう部屋

が１２戸できるといった部分では確かにおっ

しゃるとおり、そこで全て完結できますか

ら、仮にコロナになってコロナに感染したと

きにそこで住むだとかということでいけば、

非常に有効な部分ではあるのかなというよう

に思いますけれども、ただ実際にこれ建てて

運用始まったときに、実際にそれぞれ住まわ

れる方たちができますので、そうすると既に

もう入居されている人たちをちょっと一時

ちょっとどこかほかのところに移動しても

らってということはなかなかこれは難しいの

かなというように思っていますので、本当に
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誰も入っていないときだったらできるのかも

しれませんけれども、入居が始まってしまっ

てからではきっともってそこは難しいのかな

というように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（髙橋健一君） 単に思いつきで考え

たのですけれども、そうすれば大手を振って

このコロナの補助金も使えるのではないかと

思って。あとはできるだけ建築費を安くです

ね、安いから悪いというのではなくて、そう

いうことも一生懸命業者さんと折衝してお願

いしたいと思います。ありがとうございまし

た。

○議長（吉田敏男君） 他に民生費、ありま

すか。

６番。

○６番（熊澤芳潔君） それでは私のほうか

らお聞きいたします。

説明資料の中の１７ページなのですけれど

も、今御説明が、町長のほうから御説明が

あったのですけれども、国庫補助金、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

と、１億６,７２２万５,０００円を今回使う

のですけれども、現在日本全体が新型コロナ

感染症対策が言われる中で、特に経済対策が

優先課題だと思いますけれども、今回こうい

う形でウイルス感染症対応の資金を使うわけ

ですけれども、今２回目の緊急事態宣言が出

ました。そういった中で、この予算をどうい

うふうに使うかということになるのですけれ

ども、なかなかこの部分を、では使ってし

まった後、今後対策、経済対策、特に経済対

策が一番今優先課題だと思うので、それにつ

いて問題がないのかどうかちょっとお聞きし

たいことと、それと現在３次補正が決まった

と思うのですけれども、決まると思うのです

けれども、その中を見ても医療関係について

は非常に多く予算が見られるのですけれど

も、地方経済の対策についての３次補正とい

うのはなかなか見えないのかなという気がし

ますけれども、その点について、今後問題な

いのかどうか、町長の考え方をちょっとお聞

きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今回コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金、この施設を

建設するのに使わせていただくということで

いろいろお願いをしているところでありまし

て、今後の部分でありますよね。今回、昨日

ですかね、国の第３次補正も決まったという

ことが言われておりまして、その中でも地方

の、例えば休業要請をしたところの補償だと

かそういったものをやっていく、そういった

ものを含めて１兆５,０００億円ぐらいの、

また同じ交付金がこの３次補正の中で組まれ

ているということでありますので、１兆５,

０００億円といいますと、私どもの町でいけ

ば第２次のときの、あのぐらいの、あのとき

も１兆５,０００億円でしたので、そのぐら

いの、だから２億６,０００万円ですか、ぐ

らいの金額にもしかしたらなるのかもしれな

いなというように考えているところでありま

す。ただ、今の状況でいくと、緊急事態宣言

だとかいろいろなことがまた第２次、２回目

のそういうのが出たりだとか、いろいろな形

がありますので、配分の方法が去年と同じか

というときっとそうではないだろうというよ

うに思いますので、必ずしも２億６,０００

万円ぐらいのお金が私どものほうにも、足寄

町に交付されるかというと、それはちょっと

なかなか言い切れない部分もあるのかなとい

うように思っています。ただ、一定のやっぱ

り交付金をまた第３次補正の中でまた頂ける

ような形にはなるかなというように思ってい

まして、今後の医療、それから感染症対策で

すね、そういった部分とそれから経済対策、

そういったものにも使うお金がまたできるの

かなというように思っているところでありま

す。

それから、今回の施設をつくることによっ

て一般財源が温存されますよということを先

ほど説明させていただきました。そういった

こともあって、一般財源として町として温存
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できた、そういったものも今後の部分ではコ

ロナ対策にも使えるなと、そういった意味

で、町が自由に使えるお金ができたわけです

から、できることになるわけですから、そう

いった部分ではそういったものも使うことが

できるということで、これからもいろいろな

部分でこれがすぐワクチンがそれぞれ接種さ

れてすぐに済むだとか、収束するだとかとい

うことがあればいいですけれども、なかなか

そうきっとならないのだろうなというように

思っておりますので、まだまだ長く続く可能

性がありますので、そういったところではそ

ういうものも活用しながら、財源を活用しな

がら支援をしていくというようになっている

ということでありますので、御理解いただけ

ればと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（熊澤芳潔君） そうしますと、３次

補正でも地方財政に関連する予算もつくとい

う考え方でいるよということで、今後は私は

今後本当に商店や飲食店も含めて大変だと思

うのですけれども、そういった中でも心配が

ないと、今回これも使っても構わないという

ことで間違いないですね、そうしたらね。よ

ろしいですか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほど言いましたけ

れども、私新聞で見たときに１兆５,０００

億円かなというように思っていたのですが、

１兆８,０００億円ぐらいの、すみません。

１兆５,０００億円ぐらいかなと思ったので

すが、ちょっと全部が全部来るということで

はないみたいですので、若干少なくなる可能

性はありますけれども、ただいずれにしても

そういう部分のお金がまた国から入ってくる

ということでありますので、先ほども申し上

げましたように、このお金というのは感染症

対策だとか、それから経済対策だとか、そう

いったものに使う、自治体で使ってください

よということでのお金でありますので、引き

続きそういうところに支援をしたりだとか、

それから感染症対策だとか、そういったもの

に使わせていただきたいというように考えて

おります。

それとあと先ほど言ったように、一般財源

の中でも今回この議決がしていただければ、

そういったものもできますので、そういった

ものを使わせていただくことは可能ですの

で、そういったものも活用しながら支援はし

ていけるというように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） 一般財源も使いなが

ら心配がないということでよろしいですね、

そうしたらね。分かりました。よろしいで

す。

○議長（吉田敏男君） 他に民生費、ござい

ますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは次に参りま

す。

１２ページ、衛生費、質疑はございます

か。

２番。

○２番（高道洋子君） 民生費のコロナワク

チン接種体制ですね。これから大仕事になる

と思います。全町民対象で、受ける人受けな

い人は任意だからどのぐらい、何十％、何割

の人が受けるか分かりませんけれども、この

間の委員会で臨時職員を２人雇って万全の体

制でやるという説明がありました。私が思う

のに、どこか部屋を別にして、そういう部屋

を取ってもっと人数も増えたほうがいいとい

う御意見も委員会の中でありましたし、そう

いう事故のないように、初めてやることだと

思うのですよね、全町民対象のワクチンとい

うのは。だからそういう聞き取り調査とか、

いろいろ万全を期してミスのないようにやっ

ていただきたいと。そのイメージはあの福祉

課のたくさんいる中で、電話聞き取りながら

やるのでしょうか。それともきちんと部屋を

別にして、そのメンバーでやるのか。ちょっ

と心配なので。
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○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの質問

にお答えいたします。

現在想定しておりますのは、福祉課のほう

で予約を受け付けまして、町内の３医療機関

のほうで個別で接種をしていただくことを考

えております。なので、福祉課のほうでやる

のは電話で予約を受けて、いついつ何時ぐら

いにどちらの医療機関でというようなことを

聞き取って予約を受け付けるというようなこ

とを、今のところ想定しております。

また、会計年度任用職員につきましては３

月に２人雇用をするということで、今回予算

をお願いしておりますけれども、電話での受

付業務等の事務をやっていただこうかなとい

うふうに考えているところです。

なお、対応の場所なのですけれども、予約

受付を会計年度の方にやっていただくとし

て、その他の質問事項等もあると思いますの

で、今現在執務室の中にデスクを配置しまし

て受付業務及び質問等への相談業務の対応と

いうようなことを今のところ考えておりま

す。

あとは、接種のときにいろいろ聞き取るこ

とにつきましては、問診のほうでやっていた

だくことになるかなと思いますので、そちら

のほうは医療機関のほうでワクチン接種の前

にやっていただくということになると考えて

おります。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 私は事務的な今度手

続とみんなに来るか来ないか、また、キャン

セルになった、いつになったという、そうい

う予約の事務ですね。そういうことをやるの

だろうなとは思っております。ただ、これは

多分すごい人数で想定、やっぱりメンバーが

お互いに情報を共有しながらやっていかない

と、またいろいろとトラブルも出てくるので

はないかなという老婆心から心配して言った

わけでございます。もし、途中でそういう、

やってみなければ分からないことですけれど

も、いろいろと臨機応変に町民に迷惑かから

ないようにやっていただきたいと要望いたし

ます。

○議長（吉田敏男君） 他に衛生費、ござい

ますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に１４ページ、第

６款農林水産業費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参り

ます。

第７款商工費、質疑はございますか。

８番。

○８番（川上修一君） すみません、予算説

明資料の最後の２１ページ。

経済課長からも説明あったのですけれど

も、５万円から５０万円の範疇で１,４００

万円支援すると。それでそのあれは前年同月

との売上げの比較となっているのですけれど

も、たまたま新規の方もいらっしゃるのかな

と思うので、その対応はどうなっているのか

お聞きします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

要件の中でも記入させていただいているわ

けなのですけれども、令和２年に新しく店を

開いて開業された方、ここにつきましては開

業されてから１１月までの期間、これの平均

の金額、これを割り出していただくことにな

ります。それと１２月の売上げの減少、もし

くは１月の減少、これとの差額をもってこの

区分表に当てはめるというような形を取って

おります。

その新規開業された事業者さんもきちんと

このまま継続していきますよということが前

提でありますので、その辺も含めて考慮した

中での要件といたしております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（川上修一君） 今の件は分かりまし

た。
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それから、総額で１,４００万円の今回は

支援を考えていらっしゃるみたいですけれど

も、この数字を積み上げるときに商工会さん

ですとかとすり合わせされていると思うので

すけれども、ちょっと自分個人的に町内の飲

食店の方のお話聞いたときには、１２月はそ

れほどでもなかったのだけれども、年明けて

からの落ち込みがひどいのだと、とても半分

ではないのだというようなお話も聞いており

ます。それでこういう聞き取りというか、お

話しするときに商工会さんもいいのですけれ

ども、直接町内の飲食店さんですとか、宿泊

業者さんですとか、そういう方からお話を聞

くようなこと、ケースというのはなかったの

でしょうか。そのことをまずお聞きいたしま

す。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今回ということではなくて、実はコロナの

影響によって日常事業者さんが影響というの

はやはり令和２年４月以降含めて、いろいろ

と出てきておりました。そこで、最初は事務

レベルでということなのですけれども、新型

コロナウイルス感染症に関わる中小企業融資

担当者会議というような名目でもって、３

月、５月、１１月、そして年明けての１月で

開催しております。今年明けた令和３年１月

に川上議員おっしゃっているように、商工会

をはじめ町内の金融事業者、または関連事業

者の方が集まっていただいてその旨事業体に

おける、全事業体ではないのですけれども、

その中で商工会さんのほうが４５事業者さん

でありますけれども聞き取っていただいて、

主に飲食店が中心となってちょっと町内業者

の方に行って状況を確認をさせていただいた

ようなことを、その場で情報交換させていた

だきながら今回の経緯にも当たったというこ

とで、確かに１２月宴会だとかそういったも

のの自粛、１月に入ってからもさらに会食等

だとかそういったものだとか本当に影響が出

てきているよというお言葉というかな、そう

いう回答も頂いておりますし、中にはやはり

ほぼほぼ影響がなかったよという事業体も中

にはいらっしゃいました。その中をいろいろ

と打合せの中でも議論して、最終的には今回

の支援の内容も商工会のほうと一応確認させ

ていただいて、今回の予算提案に上げさせて

いただいた経過でもあります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ８番。

○８番（川上修一君） 分かりました。

それでも、今回の１,４００万円、補正で

提案されたことはいいのですけれども、コロ

ナウイルスの影響というのはなかなか収束が

先を見えないと、町長も行政報告でもお話し

されていますけれども、今後もやっぱり影響

があった場合には対応していってください

と、そしてまず今回の臨時議会でもたくさん

の議員さんから、やっぱり商工関係について

はしっかり取り組んでいただきたいという声

も出ています。それで、今後３月から４月に

かけて歓送迎会、飲食店さんにとっては大き

な収入を得る機会だと思うのですけれども、

やっぱり大きな影響出るのかなと、そういう

ときに何というのでしょうか、今経済課長が

答弁されたような聞き方もいいのですけれど

も、町長自ら例えば御飯を食べに行ったとき

に、今もされているのかもしれないのですけ

れども、どうなのですかと、直接町内の事業

者さんにお声をかけて、聞いていただきなが

ら本当の声を拾って予算に反映していただき

たいなと思っております。それで、町長から

その点についてちょっと答弁を頂きたいなと

思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

先ほど熊澤議員さんの質問の中でもお答え

しましたように、今後支援については必要な

都度やっていかなければならないというよう

に考えているところであります。財源につい

ても、先ほども言いましたように、国の３次

補正だとかもこの後ありますし、一般財源
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等、そういったものを使いながら支援してい

くということについてはやぶさかではないな

と、やっぱり必要な、前から言っていますけ

れども、必要なところに必要な支援をきちん

とやっぱりしていかなければなりませんよと

いうことはお金の面も、それからいろいろな

部分でも支援をしていかなければならないな

というように考えているところであります。

私もなかなかの出不精なものですから、な

かなかいろいろなところに出て歩いていると

いう状況ではございません。今の状況でいく

と、なかなか飲食店だとかそういったところ

に出歩くというのは、ちょっとやっぱり控え

させていただいているような状況でありまし

て、なかなか私個人が行って直接聞いて歩く

ということは多分できないのではないかなと

いうように思っています。

先ほど経済課長のほうからもお話しさせて

いただいておりますけれども、それぞれ議会

前ですとか、それからいろいろな状況の中で

今必要だなというときに金融機関の皆さん

と、それから商工会の皆さん集まっていただ

いて会議を持っております。そういった中

で、いろいろと今のまちの中の状況、お店屋

さんの状況だとか、そういったものをそれぞ

れ、全部が全部出せないので出せる範囲で出

していただいて検討しているところでありま

す。

１月にもその会議を開きまして、そのとき

には商工会さんで、先ほどもお話ありました

けれども、実際に聞き取り調査をやって、飲

食店だけではなくて小売店ですとか、サービ

ス業だとか、それから運輸業だとか、いろい

ろな業種の方たちからお話を聞いて一定の中

身、今の状況どんなになっているよというよ

うなことをペーパーにしていただいて見せて

いただいています。そういった中で、今まち

の中でお店屋さんがどうなっているのか、売

上げがどうなっているのかだとか、そういっ

た意味で把握ができているという状況であり

ます。

その中で、では今どこの部分が一番大変で

支援としてここに支援をしなければならない

のかといったところを一定程度皆さんで話を

しながらということで進めている、今はそう

いった形で進めてきて今回の予算にも反映さ

せていただいているというようなことであり

ます。

ですから、これからも１月の会議のときに

も１２月忘年会、１月新年会、ここの売上げ

というのは大きいのですよという話がありま

した。ここでなかなか稼げなかった部分とい

うのはいっぱいあるよということで、ここを

やっぱり支援をしなければならないねという

話になりました。その中でまたこの後となる

と、３月、４月、人の異動だとかがある中

で、本当でいくと歓迎会があったり、送別会

があったりというような時期でありますの

で、そこの中でまた飲食店だとかを、ここで

またいっぱい仕事ができる時期なのだよとい

うことでお話がありました。それから今の時

期乗り越えた後、この後また今度は３月、４

月というところが出てきますよという話もま

たありましたので、そういう時期にまたこう

いう会議だとかを開きながら、実際飲食店の

皆さんだとか、それからまちの中の小売店の

方だとかサービス業の方だとか、そういった

ところがどんな状況になっているのかという

のを十分に把握をしながら、また支援に努め

ていきたいなというように思っております

し、それから議員の皆さん方ももしもいろい

ろなところに、もしも出ていって気づかれた

ことだとか、そういったことがあれば、ぜひ

私どもにも教えていただければ、そういった

こともまた参考にさせていただきたいなとい

うように思っているところであります。

なかなか個別のお店、お店でいくと、大変

なところありそうでもないところあり、いろ

いろなところがあるわけですから、ただやっ

ぱり全体としてこの業種は大変だよだとか、

この業種は今のところちょっとまだ大丈夫だ

ねとかというようなところはやっぱり把握す

るためには、そういう会議のほうが把握がし

やすいのかなというように思っておりますの
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で、御理解いただければと思いますし、引き

続き皆さん方からも情報頂いて、この支援に

つなげていければというように思っていると

ころであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に商工費、あります。

１０番。

○１０番（二川 靖君） 今町長からいろい

ろ話があって、いわゆるそういった会議を開

いていると。そういう中で、他業種の関係

で、今ちょっと触れられていましたけれど

も、いわゆる他業種の関係については、この

コロナの中で大変だという声は聞こえていな

いでしょうか。このほかの業種ということで

す。他業種です。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほども申し上げま

したように、いろいろな業種の部分を聞き取

りはしております。

それは商工会の方々がいろいろなところを

聞き取りとかやっていただいていますので、

今回の飲食業だけではなくていろいろなとこ

ろを聞いていますし、それから金融機関の

方々も一定程度、自分のある意味取引先だと

かそういったところの中で仕事上のことが

あって、その秘密だとかそういったのがあり

ますから、全部が全部話せませんけれども、

大きくこの業種、この業種だとかという感じ

で教えていただいておりますけれども、今段

階で話を頂いているのはやっぱり飲食業、そ

れから宿泊業、それからそこにお酒だとか卸

したりだとか、食料品を卸すだとか、そう

いったお店だとか、それから運送業だとか、

そういうような一定程度今大変だよという業

種というのはその会議の中で話を頂いている

ところでありまして、そのほかの話も聞いて

おりますけれども、今のところまだ大変なこ

とはどこも大変ですけれども、もっと言え

ば、これからまだまだコロナの影響がずっと

続くとすれば、もっともっとその影響がもう

１年続いていますから、もっと長くなればな

るほどやっぱり影響は大きくなるということ

で、さらに支援が必要になってくる時期も

やっぱりこの後出てくるかもしれませんけれ

ども、そういったところも一応聞き取りはし

ていただいているということでありますの

で、御理解いただければと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １０番。

○１０番（二川 靖君） 言っていることは

十分承知しておりますし、銀行さん等々も言

えば業種的にこの業態がどうなのかというこ

とまで調べていると聞いています、実は。そ

れは個人情報だとか、その企業の情報だとか

いろいろあるので、そこら辺は分かりません

けれども、そういったことで、そういったこ

ともある。

先ほどちょっとお昼の昼食をとりながらお

話をさせていただいたのですけれども、やっ

ぱりふだん使っているクリーニング屋さんも

大変だとか、やっぱりワイシャツ１枚、背広

１枚減ってきているということでも言われて

おりますし、そういったことも含めて、多分

このコロナそう簡単には収まるというふうに

は思っておりません。それで、長い目で見

て、やっぱりどうにか手助けができればとい

うふうに考えておりますし、今回はこの負担

金と補助金、交付金については冬期事業継続

支援金という名前になっておりまして、先ほ

ど町長もおっしゃったように３月、４月とい

えば春期というふうになっていくのかなとい

うふうに思っていますけれども、そこら辺含

めて計画的にそういった会議を持ちながら、

町民が安心して生活できるようなところをつ

くっていただきたいというふうに思っており

ます。

以上であります。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） クリーニング屋さん

だとか、そういうサービス業みたいな部分だ

とか、そういった部分についても一定程度聞

き取りはされております。ですから、状況的

にはどこも決してよくなっているという状況
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は本当に多分ほとんどないといっていいのだ

ろうというように思っていますし、多かれ少

なかれやっぱりどこの業種についても影響あ

りますよということだと思います。ただ、こ

の間の会議の中ではとりわけ、そうだけれど

もとりわけまずは飲食業中心にというような

ことでありましたので、飲食業中心に今回

１,４００万円の補正予算をということでお

願いをしております。

去年７月にもっと広げて支援も行いました

けれども、そういった支援もこの後全体的な

状況を見ていったときに、そういうまた同じ

ようにしていかなければならないよというよ

うな状況がまた出てくれば、またそういうこ

とも必要になってくるかなというように思っ

ていますので、今のところは、今回について

はそういうことですけれども、これがやっぱ

り、先ほども言いましたように、まだまだ続

くとすれば、去年７月に行ったような、そう

いう支援などもまた必要な時期がまた来るの

かなというように思っているところでありま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に商工費、ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳出総括ございます

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、８ページにお

戻りください。

歳入に入ります。

８ページから９ページ、歳入一括で行いま

す。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳入総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、３ページにお

戻りください。

第２表繰越明許費補正追加１件、質疑はご

ざいますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第３表債務負担行為

補正変更１件、質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括ご

ざいますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第２号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第８号）の件を採決をしま

す。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） ３番の議員除いて全

体が起立です。

したがって、議案第２号令和２年度足寄町

一般会計補正予算（第８号）の件は、原案の

とおり可決されました。

◎ 閉会宣告

○議長（吉田敏男君） これをもって、本臨

時会に付議されました案件の審議は全部終了

をいたしました。

これで本日の会議を閉じます。

令和３年第１回足寄町議会臨時会を閉会を

いたします。

午後 ２時０５分 閉会
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